
令和 2年度 第 7回日本脊椎脊髄病学会 安全医療推進委員会 議事録

2021.01.27（水） 18:00-19:00
場所：オンライン会議（会議主催地：名古屋大学医学部付属病院 会議室）

出席委員： 高相（担当理事） 今釜（委員長） 相澤  奥田

金村  小西  酒井  須田 中西 西田  町野（書記）

村上 大和  湯川 （敬称略）

欠席委員： 大谷  宮腰 （敬称略）

その他：  川口（富山大学） （敬称略）

議事

１． 報告事項

（ア）日本脊椎脊髄病学会理事会（2021年 1月）：高相（担当理事）

以下報告内容を確認した。

1. JSSR 安全医療推進委員会の進めている研究（酒井先生の抗凝固剤アンケート研究、川

口先生のレベルエラー研究）の内容を学術集会会期中にアナウンスすることについて、

2021 年 JSSR 学術集会の根尾会長から了承を頂いた。

2. アナウンスする場合、酒井先生と川口先生から具体的なプロモーション内容を事前に

JSSR へお伝えする方向となった。

3. 2021 年 JSSR 学術集会会期中のプロモーションについて、本委員会での下記要望を高

相担当理事から根尾会長に打診することになった。

・ JSSR 会員への研究協力をお願いするためのアナウンスをセッションとセッション

の間にパンフレット配布などで周知する。

・ Web 開催となった場合でもプロモーションを閲覧できるようにニュースレターで

通達する。

・ JSSR 学術集会初日の総会において研究内容をアナウンスする。

4. 4 月の JSSR 会期中に対面での本委員会は開催しない予定。

２． 検討・確認事項

（ア）抗凝固剤内服と硬膜外血腫リスク：酒井先生

1. 抗凝固剤内服アンケート web 版を鈴木さんの協力の下作成した。

2. アンケート web 版の事前テストを 2月 5日までに委員メンバーにて行う。

3. 1 月 25 日に徳島大学の倫理委員会審査を終えたため、今後 JSSR の学会倫理委員会へ

提出する。

4. ニュースレターを作成したため、委員メンバーにて内容を確認した後 JSSR へ提出し



広報を行う。

5. 来年の JOA シンポジウムの案として、抗凝固剤内服の研究内容を整形外科全体で取り

上げていただくべく JOA へ提案する。

（イ）レベルエラー研究：川口先生

1. チェック式のアンケートを作成したため、本委員会の委員メンバーにて内容を確認す

る。

2. 「レベルエラー」という文言変更について、一般の方から誤解を招かぬよう「脊椎手

術における部位確認に関する研究」などへ変更を検討する。

3. 富山大の倫理委員会に申請中であり、今後 JSSR の学会倫理委員会へ提出する予定。

（ウ）JSSR統合型 DB進捗状況：金村先生

JSSR 統合型 DB進捗について下記説明がされた。

1. 昨年末、JSSR データベースの研究計画を JOANR 倫理委員会に提出した。

2. JSSR統合型 DBの研究計画がJOANRの二階部分で構成されるJOANR研究計画書改訂版が

JOA 倫理委員会で承認済みで、1月 22日 JOANR の HP に公開済み。

3. 登録機関として脊髄脊髄病指導医の在籍する施設（全国の脊椎脊髄指導医は 1800 人、

1000 施設が対象）で行うことが確定。登録機関リスト作成の際に 3 施設がもれていた

ために個別に対応予定。

4. JSSR 会員への周知を 2月上旬に行い、2月中旬から各作業を行う予定。

5. リーズンホワイとともにプロトタイプシステム構築を行い、7月システム完成予定。

6. 8 月にパイロット登録を開始しシステム修正の後、本登録を 9月に開始する予定。

7. 現在のところ予定より 1か月早く進んでいるので，システム完成 6月、7月パイロット

登録、9月に本登録開始を目指す。

３． 次回、次々回の委員会開催日

・約 1 ヶ月後の JSSR 理事会開催後に予定

・2021.02.25 木曜日 18 時～

・2021.03.31 水曜日 18 時～


